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役
員
会
報
告

広
報
委
員
リ
レ
ー
見
聞
録

日
吉
神
社
よ
り

公
民
館
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

能
美
市
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学

■
公
民
館
清
掃

●
四
月
十
三
日
（
日
）
第
十
二
班
西
の
皆
様

●
四
月
二
十
七
日
（
日
）
第
十
三
班
の
皆
様

●
午
前
八
時
よ
り

予
定
が
行
事
と
重
な
っ
た
場
合
な
ど
、
変
更
が
あ

る
場
合
は
防
災
無
線
に
て
お
知
ら
せ
を
致
し
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

●
四
月
十
九
日
（
土
）
第
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十
班

班
長
の
皆
様

●
午
前
七
時
半
よ
り
一
時
間

●
福
島
町
会
館
駐
車
場
。
欠
席
の
場
合
は
、

必
ず
交
代
要
員
を
出
し
て
下
さ
い
。

電
池
・
蛍
光
灯
は
こ
の
日
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

「能美市主催健康教室」

毎月第２第４火曜日

４月８日・２２日

午前１０時～

福島町会館にて

水分持参でお越下さいませ。

変更の場合は防災無線に

てお知らせいたします。

■
令
和
七
年
度
の
巫
女

今
年
度
、
神
楽
舞
を
つ
か
さ
ど
る
女
子
児
童
は
左

記
の
十
一
人
の
皆
さ
ん
で
す
。
一
年
間
、
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
れ
、
祭
り
ご
と
に
神
楽
を
舞
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
Ａ
班

春
祭
り

秋
祭
り

厄
除
け
祈
願
祭

北
村
優
衣

須
井
梨
華

末
信

南

土
本
愛
絢

三
木
光
彩

●
Ｂ
班

神
明
祭

八
年
元
旦
祭

八
年
交
通
安
全
祈
願
祭

岡
田

潤

新
谷
美
結

宮
間
千
紗

明
福
栞
椰

山
尾
果
歩

山
口

葵

■
春
祭
り

四
月
十
五
日
（
火
）
春
祭
り
を
執
り
行
い
ま
す
。

春
祭
り
は
そ
の
年
の
豊
作
と
、
悪
疫
の
流
行
を
防

ぐ
こ
と
な
ど
を
願
っ
て
、
新
春
に
稲
作
に
先
だ
っ

て
行
な
う
予
祝
の
祭
で
す
。
後
日
、
班
長
さ
ん
が

「
例
祭
御
供
米
」
袋
を
各
家
庭
に
配
布
致
し
ま
す
の

で
、
玄
米
、
又
は
お
賽
銭
を
入
れ
、
家
内
安
全
、
五

穀
豊
穣
の
お
祈
り
に
ご
参
拝
下
さ
い
。

当
日
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
六
年
生
に

進
級
す
る
Ａ
班
の
女
子
児
童
が
神
楽
を
舞
い
ま
す
。

現
在
先
輩
か
ら
舞
い
方
を
習
い
、
春
ま
つ
り
に
向

け
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
可
愛
ら
し
い
神
楽
舞

を
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
境
内
掃
除
に
つ
い
て

四
月
六
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
り
、
「
百
寿
会
」
の

境
内
掃
除
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
い
き
い
き
サ
ロ
ン

「
歌
謡
シ
ョ
ー
」
根
上
歌
謡
会
の
皆
様

・
四
月
二
十
日
（
日
）
午
前
十
時
～

・
福
島
町
会
館

・
会
費
三
百
円
（
女
性
役
員
へ
申
し
込
み
）

・
終
了
後
に
弁
当
配
布

・
欠
席
者
は
三
日
前
ま
で
に
要
連
絡

■
日
吉
神
社
境
内
清
掃
（
全
役
員
）

・
四
月
六
日
（
日
）
午
前
八
時
～

■
令
和
七
年
度
総
会
実
施

三
月
二
十
日
（
木
）
、
九
十
名
様
参
加
に

て
実
施
。
新
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

・
青
山
利
明
（
十
二
班
東
）
五
五
・
〇
三
二
八

花見の会

西
川
遊
歩
道
草
む
し
り

三
月
十
五
日
ま
で
に
、
会
員
が
育
て

た
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
デ
ー
ジ
ー
三

百
株
と
能
美
市
か
ら
配
布
さ
れ
た

ヒ
ナ
ギ
ク
・
ビ
オ
ラ
・
バ
ン
ジ
ー

六
百
株
を
植
え
ま
し
た
。
町
民
の
皆

様
、
色
と
り
ど
り
の
カ
ラ
フ
ル
は
春

花
を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
下
さ
い
。

福
島
町
き
ら
く
会

例
年
、
九
月
に
実
施
し
ま
す
防
災
イ
ベ

ン
ト
に
加
え
て
の
企
画
と
な
り
ま
す
。

奮
っ
て
の
お
申
込
み
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
五
月
十
一
日
（
日
）
午
前
十
時
～
十
一
時
半

●
シ
ア
タ
ー
で
の
映
像
見
学
、
地
震
体
験
、
強
風
体

験
、
消
火
体
験
、
煙
避
難
体
験
な
ど
。

●
お
申
し
込
み
は
、
各
戸
に
配
布
済
の
申
込
書
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
各
班
長
さ
ん
へ
提
出
下
さ

い
。
締
め
切
り
は
四
月
二
十
日
（
日
）
、
先
着
五
十

名
様
で
す
。

●
各
自
で
の
現
地
集
合
、
解
散
と
な
り
ま
す
。

●
詳
細
は
各
戸
配
布
の
申
込
書
を
ご
覧
下
さ
い
ま
せ
。

三
月
二
十
日
（
木
）
午
前
八
時
よ
執
り
行
い
ま
し
た
。

筆
者
も
毎
年
お
参
り
を
し
ま
す
が
、
今
春
初
め
て
、

ウ
グ
イ
ス
の
歌
声
を
聴
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

例
年
、
桜
が
開
花
し
始
め
ま
す
。

■
不
整
脈
手
術
の
話
そ
の
二

麻
酔
・
・
何
故
効
く
の
か
未
だ
完
全
に
は
解
明
さ
れ

て
い
な
い
が
、
そ
の
三
要
素
と
し
て
①
鎮
静(

意
識
を

失
わ
せ
る)

、
②
鎮
痛(

痛
み
を
感
じ
な
く
す
る)

、
③

筋
弛
緩(

筋
肉
を
緩
め
動
け
な
く
す
る)

が
挙
げ
ら
れ
る
。

麻
酔
の
効
き
に
く
い
人
が
一
定
数
存
在
し
、
私
も
そ
の

一
人
で
あ
っ
た
。

麻
酔
が
効
か
な
い
う
ち
に
頸

動
脈
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
抜
き
差
し
さ
れ
、
嫌
な

予
感
を
覚
え
つ
つ
意
識
を
失
っ
た
私
で
し
た
。

が
、
「
何
時
ま
で
も
続
く
と
思
う
な
麻
酔
の
効
果
」

先
ず
、
①
鎮
静
が
解
け
、
少
し
づ
つ
意
識
を
取
り
戻
し

た
私
が
感
じ
た
の
は
、
身
体
の
中
を
何
か
異
物
が
蠢
く

感
覚
・
・
気
持
ち
悪
!
!
、
エ
イ
リ
ア
ン
に
身
体
の
内

側
食
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
次
に
、
②
鎮
痛
が
解
け
、

「
チ
ク
ッ
」
痛
っ
！
あ
！

心
臓
に
カ
テ
ー
テ
ル
を

突
き
刺
し
た
な
！
そ
し
て
次
の
瞬
間
、
「
ジ
ュ
っ
」

熱
っ
！
あ
！
焼
き
入
れ
た
な
！

だ
が
、
③
筋
弛
緩
は

解
け
ず
、
手
術
台
に
拘
束
さ
れ
、
顔
に
布
を
被
せ
ら
れ

た
私
は
何
も
出
来
ず
、

苦
痛
を
受
け
続
け
る
の
で

あ
っ
た

こ
の
状
況
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
！
色
々
と
考
え
た

末
、
私
が
思
い
付
い
た
方
法
は
・
・

一
旦
呼
吸
を
停
止
、
「
ハ
ッ
・
ハ
ッ
・
ハ
ッ
」
と
短
く

3
回
呼
吸
、
「
ス
ー
・
ス
ー
・
ス
ー
」
と
長
く
三
回
呼

吸
を
繰
り
返
す
事
。
こ
れ
は
「
ト
ン
・
ト
ン
・
ト
ン
」

「
ツ
ー
・
ツ
ー
・
ツ
ー
」
モ
ー
ル
ス
信
号
で
「
S
O
S
」

を
呼
吸
で
発
信
し
た
の
で
す
。

モ
ニ
タ
ー
し
て
い
る
麻
酔
医
さ
ん
、
早
く
気
付
い
て

ね
！
と
祈
り
つ
つ
の
痛
み
に
耐
え
る
私
の
脳
内
は
ピ

ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
の
名
曲
S
O
S
が
ヘ
ビ
ー
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
、
そ
し
て
数
分
後
・
・

「
セ
ン
セ
イ
！
こ
の
人
、
起
き
て
ま
す
！
」

顔
の
布
を
取
ら
れ
主
治
医
と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
！

「
麻
酔
追
加
！
」
と
の
主
治
医
に
「
三
十
に
し
ま
す

か
？
」
と
問
う
麻
酔
医
、
「
二
十
で
良
い
！
」
と
答
え

る
主
治
医
、
薄
れ
行
く
意
識
の
中
「
い
や
、
そ
こ
は
三

十
で
し
ょ
」
と
思
う
私
・
・
そ
し
て
ド
ク
タ
ー
達
と
私

の
苦
難
は
ま
だ
ま
だ
続
く
の
で
あ
っ
た
。

次
回
は
「
生
焼
け
の
ハ
ー
ト
を
持
つ
男
」
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。

三
十
班

塩
谷
哲
弘

おきらくカフェ

■
四
月
二
十
二
日
（
火
）
午
後
一
時
半
～

福
島
町
会
館
に
て
。
毎
月
第
四
火
曜
日
。

■
参
加
費
百
円

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

■
三
月
二
十
一
日
（
金
）

福
島
町
会
館

●
生
活
環
境
委
員
会

・
三
月
十
五
日
（
土
）
十
六
日
（
日
）
、

合
掌
地
蔵
周
囲
の
垣
根
の
剪
定
を
実
施
。

・
四
月
六
日
（
日
）
お
墓
の
側
溝
掃
除
を
予
定
。

●
福
祉
厚
生
委
員
会

・
「
能
美
市
健
康
づ
く
り
推
進
員
研
修
会
」
に
参
加
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
活
か
し
た
い
で
す
。

●
広
報
委
員
会

・
今
号
の
内
容
と
作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

●
自
主
防
災
会

・
「
能
美
市
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学
」
に
つ
い
て
。
後

述
を
参
照
下
さ
い
。

●
神
社
係

・
巫
女
の
説
明
会
と
春
祭
り
に
つ
い
て
。
後
述
を
参

照
下
さ
い
。

●
議
会

・
三
月
二
十
七
日
（
木
）
最
終
日
に
向
け
実
施
中
。

●
町
内
会
長

・
し
ら
さ
ぎ
の
里
二
十
二
班
付
近
の
交
差
点
の
道

路
標
識
破
損
に
つ
い
て
。
警
察
と
市
に
連
絡
済
。

・
ア
メ
シ
ロ
防
虫
作
業
、
六
月
八
日
（
日
）
に
決
定
。

・
不
審
な
屋
根
修
理
業
者
の
訪
問
が
頻
発
。
ご
注
意

な
さ
っ
て
下
さ
い
。

・
歯
愛
メ
デ
ィ
カ
ル
様
よ
り
商
品
を
提
供
い
た
だ

く
。
各
景
品
や
粗
品
な
ど
で
、
町
民
の
皆
様
に
進
呈

予
定
。

■
四
月
二
十
日
（
日
）
午
前
十
時
～

毎
年
恒
例
の
草
む
し
り
を
行
い
ま
す
。

春
め
く
日
の
お
散
歩
に
最
適
な
憩
い
の
場
を
、
皆

様
の
手
で
き
れ
い
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

奮
っ
て
の
ご
参
加
を
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌
地
蔵
春
の
法
要

■
四
月
六
日
（
日
）

午
前
十
一
時
～
十
五
時

・
北
部
児
童
セ
ン
タ
ー
広
場
に
て

・
机
や
ご
ざ
を
準
備
致
し
ま
す
。

・
飲
食
物
は
各
自
で
ご
持
参
下
さ
い
。

・
ご
み
は
各
自
で
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。

・
雨
天
時
は
福
島
町
会
館
一
階
を
提
供
し
ま
す
。


